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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　令和 2年 10月号・目次

　今月の表紙は、ドロー
ンで空撮した新武道館で
す。上空から見ると、そ
の大きさが際立ちます。
開館が楽しみですね。

02 目次・特集「完成 ! 新武道館」

10 トップニュース
令和3年度学童保育所の入所児童を募集します
／権利擁護センターたなべを開設しました　ほか

30 みんなの彩時記
和気あいあいと新しいスポーツを楽しもう／
参加者全員が本気で楽しむごみ拾いはスポー
ツだ　ほか

16 情報ボックス
市営墓地の使用者を募集します／本人通知制
度をご利用ください　ほか

26 みんなの広場

24 相談日程等

08 市政「未来ポスト」～皆さんの声～

今までありがとう
　　　　　旧武道館

 全国から合宿に訪れる
　　　　田辺スポーツパーク

　田辺市は、冬でも暖かく、京阪神からの
アクセスが良いなど、スポーツ合宿をする
のに適した地域です。実際、田辺スポーツ
パークには全国から様々な団体が訪れてお
り、昨年は 171 団体が合宿に訪れました。
武道競技においても合宿誘致に力を入れて
いきたいと考えています。

　

10
月
10
日
㊏
、
扇
ヶ
浜
公
園
に
植
芝
盛

平
記
念
館
を
併
設
し
た
田
辺
市
立
武
道
館

が
開
館
し
ま
す
。
当
日
は
、
竣
工
式
典
や

記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
武
道
館
の
内
部
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
市
に
与
え
る
影
響
と
は
。
携
わ
っ

た
方
々
の
想
い
と
は
。

　

今
月
号
で
は
、
開
館
に
先
駆
け
て
新
武

道
館
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

　旧武道館は、昭和 46 年の「黒潮国体」
に合わせて建設され、地域の武道場として
市民の皆さんに親しまれてきました。

　新武道館は、中心市街地に近い扇ケ浜公園に建設しています。これにより駅から新武道
館に向かう大会参加者や合宿の利用者、植芝盛平記念館や三偉人のゆかりの地を巡るまち
歩きの観光客など、中心市街地を通る新たな動線が生まれることが期待されています。

中心市街地活性化のきっかけに

総合的なスポーツ大会・合宿地域へ

新武道館完成！特
集

　新武道館は、大会・合宿誘致ができる設備環境を整備
しています。田辺スポーツパークと併せてスポーツ合宿を
受け入れ、「スポーツのまち 田辺」を PR ！

　新武道館内には、植芝盛平翁顕彰の施設『植芝盛平記念館』を併設しています。
また、和歌山県の朝日・夕陽 100 選に選定された扇ヶ浜の海を一望できるテラ
スもあり、武道関係者だけでなく、市民や観光客なども利用できます。

田辺市の新たな観光スポットへ

スポーツ×観光

＝中心市街地活性化
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施設・設備区分 利用区分 利用料金 (1 時間当たり）

メインアリーナ
一般 全面 1,200 円 1/2 面 600 円 1/4 面 300 円

高校生以下 全面 600 円 1/2 面 300 円 1/4 面 150 円

サブアリーナ
一般 300 円

高校生以下 150 円

会議室
一般 680 円

高校生以下 340 円

空調設備
メインアリーナ 3,390 円
サブアリーナ 420 円

➌➍

トイレ

➑➒
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新武道館を紹介します

武
道
大
会
・
合
宿
の
誘
致
に
向
け
て

　

新
武
道
館
は
、
剣
道
・
柔
道
・
合
気
道
・
空
手
・
少
林
寺
拳
法
等
の
各
練
習

場
と
し
て
快
適
に
利
用
で
き
る
設
備
を
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
大
会
誘
致
な
ど

も
で
き
る
よ
う
に
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
近
畿
大
会
規
模
の
大
会
を
招
致
で
き
る
よ
う
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
競
技
面
を
４
面
確
保
し
、
さ
ら
に
観
覧
席
・
本
部
放
送
室
・
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
等
も
設
け
て
い
ま
す
。

■施  設  名　田辺市立武道館
■所  在  地　扇ヶ浜 2番 10 号
■利用時間　 8 時～ 21 時 30 分（予約受付は 9時～ 19 時 30 分）
■休  館  日　12 月 28 日～ 1月 4日
■規　    模　メインアリーナ　４面　競技面積約 841㎡（約 29ⅿ×約 29 ｍ）　512 畳
　　　　　   サブアリーナ　　１面　競技面積約 144㎡（約 12ⅿ×約 12 ｍ）　98 畳
　　　　　　会議室　１室
■付属施設　本部放送室・控室・更衣室・トイレ・冷暖房完備
■観  覧  席　537 席
■駐  車  場   市営扇ヶ浜海岸駐車場（普通車約 400 台）
　　　　　　※駐車料金は 1時間まで無料。1時間を超え、1時間を増すごとに 100 円

施設概要 /利用案内

※田辺広域市町村圏内（田辺市・みなべ町・上富田町・白浜町・すさみ町）以外の利用者は利用料
金が倍額となります。

　

１
階
は
巨
大
地
震
等
に
伴
う

津
波
が
発
生
し
た
際
、
波
が
抜

け
て
い
く
よ
う
な
構
造
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
階
以
上
を
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
津
波
基
準
水

位
４
．
７
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
高
く

し
て
お
り
、
扇
ヶ
浜
利
用
客
等

が
一
時
的
に
避
難
で
き
る
津
波

避
難
ビ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

➑➒津波発生時には一時避難場所となります

➊テラス
　扇ヶ浜から白浜町ま
で一望できます。
➋サブアリーナ
　大会時のウォーミン
グアップ等にも利用で
きます。
➌観覧席
　観覧席は紀州材を用
いており、537 席を用
意しています。
➍メインアリーナ
　大会開催にも十分な
広さがあります。普段
は畳と床を 2 面ずつの
状態で運用します。
➎植芝盛平記念館
　詳細は 6 ページで紹
介しています。
➏更衣室
　大小 2 か所用意して
います。
➐シャワールーム
　各更衣室内に設置し
ています。

3 階

1階

2階
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記念館に入ってすぐに等
身大の

　　　　植芝盛平翁がお
出迎え！

武蔵坊弁慶

JR 紀伊田辺駅

鬪雞神社

①構え・歩法、座法、体
たい

さばきの 3つのコー
スから選んで体験
②武道家としての道を 3つの節目になぞ
らえ表現
③「気・心・体」を 3 つのスクリーンに
分け合気道の精神を表現
④日本中・世界中に広がる合気道の発展
を、盛平翁のゆかりの地や顕彰活動とと
もにたどる

施設概要

記念館で合気道を知ろう田辺の三偉人

　

上
の
山
で
生
ま
れ
た
合
気
道
開
祖 

植
芝
盛

平
翁
。
田
辺
市
で
は
、
郷
土
の
偉
人
で
あ
る

盛
平
翁
の
偉
大
な
足
跡
と
功
績
を
称
え
、
永

く
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
、
新
武
道
館
内
に

植
芝
盛
平
記
念
館
を
併
設
し
ま
し
た
。

①合気道体験

③気・心・体サークル ②植芝盛平顕彰ウォール④合気道功績ウォール

盛平翁ゆかりの品も展示

南方熊楠翁 植芝盛平翁

合気道の創始者植芝盛平翁
（1883-1969）は幼い頃から武
道に励み、19歳で修行の旅
に出て様々な日本伝統の武
術遍歴を重ねつつ独自の武
術を創始しました。1942（昭
和 17）年には名称を改め、
正式に「合気道」と呼称、世
界中にその名を広めました。

南方熊楠翁（1867-1941）は、
博物学、民俗学の分野にお
ける近代日本の先駆者的存
在であり、同時に植物学、
特に「隠花植物」と呼ばれ
ていた菌類・変形菌（粘菌）
類・地衣類・蘚苔類・藻類
の日本における初期の代表
的な研究者です。

武蔵坊弁慶は、田辺一帯を
治めていた熊

くま の

野別
べっとう

当湛
たんぞう

増の
子と伝わっており、その由
来から田辺市は弁慶誕生の
地といわれています。市内
には、弁慶松、腰掛け石、
産湯の井戸など彼にゆかり
のある地が多くあります。

展示ケース

植芝盛平翁記念碑

植芝盛平翁之像

翁
先
生
の
歩
み
を
知
っ
て

　

昭
和
63
年
に
翁
先
生
（
植
芝
盛

平
翁
）
の
銅
像
が
で
き
た
当
時
か

ら
、
記
念
館
を
作
っ
て
翁
先
生
の
功

績
を
知
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま

し
た
。
今
回
よ
う
や
く
完
成
し
て

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
内
に
は
、
合
気
道
の
基

本
的
な
動
き
を
学
べ
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、
翁
先
生
が
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
き
た
の
か
、
武
道
家
と
し

て
の
人
生
が
分
か
る
展
示
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
向
け

に
実
際
に
私
が
合
気
道
の
指
導
を

し
な
が
ら
、
体
験
が
で
き
る
よ
う

な
取
組
も
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

武
道
は
、「
痛
い
」「
怖
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
武
道
の
「
楽
し
さ
」
も
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
記
念
館
で
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

植芝盛平記念館
五
ご み た

味田 潤
じゅんいち

一 次長
スポーツ振興課
横矢 貴大

　 中 心 市 街 地
には、南方熊楠
顕彰館や世界遺
産である鬪雞神
社、今回完成し
た植芝盛平記念
館のほか、三偉
人ゆかりの地が
集まっています。

植芝盛平翁ゆかりの地

南方熊楠翁ゆかりの地

武蔵坊弁慶ゆかりの地

海蔵寺通
り

銀座
通り

宮路通り

田辺市街なか
ポケットパーク

田辺消防署
扇ヶ浜分署

弁慶像

大福院

海蔵寺

八坂神社
（弁慶の腰掛け石）

南方熊楠邸・
南方熊楠顕彰館

弁慶産湯の井戸・
弁慶松

植芝盛平記念館

※このマップに掲載している以
外にもゆかりの地があります。
植芝盛平記念館に三偉人ゆかり
の地を記した案内板もあります
ので、是非訪れてみてください。

武
道
の
発
展
へ

　

こ
れ
ま
で
武
道
関
係
の
合
宿

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
新
武
道

館
に
は
競
技
面
が
4
面
と
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
も
あ
る
こ
と
で
、
大
き
な

大
会
も
誘
致
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
近
で
県
外
の
強
い

チ
ー
ム
や
選
手
の
試
合
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
競
技

を
す
る
子
供
た
ち
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
武
道
を
知
ら
な
い
方
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
も

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
面
で
も
鬪
雞
神
社

や
南
方
熊
楠
顕
彰
館
な
ど
と
一
緒

に
植
芝
盛
平
記
念
館
が
駅
前
か
ら

歩
け
る
範
囲
に
あ
る
と
い
う
の
は
、

今
後
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

三
偉
人
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
な

が
ら
、
是
非
気
軽
に
記
念
館
に
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

三偉人ゆかりの
　　　地を巡ってみよ

う！


